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 味覚受容体のうち、甘味とうま味の受容は、クラス C型 Gタンパク質共役型受容体である T1rタンパ

ク質が担っている。これらの受容体は、細胞外の味物質を感知し、細胞内の三量体 G タンパク質を活性

化して、その後のシグナル伝達の過程で細胞内カルシウムイオン濃度上昇を引き起こす。細胞内にはさ

まざまなカルシウム結合タンパク質が存在し、各種受容体やイオンチャネルなどの機能を制御している

例が知られている。そこで、T1r味覚受容体機能のカルシウム結合タンパク質による制御の可能性を検討

することを目指し、味覚受容体細胞内領域と各種カルシウム結合タンパク質との相互作用解析を行った。 

	
 生体分子間相互作用解析は、受入研究室との共同研究として、表面プラズモン共鳴測定により実施し

た。味覚受容体各サブタイプの C 末端細胞内領域について、ビオチン標識した化学合成ペプチドを作製

した。センサーチップ上に固定したストレプトアビジンを介して、ビオチン化味覚受容体 C 末端領域ペ

プチドを固定し、アナライトとして各種カルシウム結合タンパク質を添加して、得られたセンサーグラ

ムを解析した。 

	
 その結果、T1rのサブタイプにより親和性が異なるものの、T1r味覚受容体 C末端細胞内領域ペプチド

は、解離定数として数µM~数十µM程度の親和性でカルシウム結合タンパク質と相互作用することが明ら

かとなった。また、カルシウムイオン存在下と非存在下でカルシウム結合タンパク質との相互作用のキ

ネティクスに違いがみられたことから、細胞内カルシウムイオン濃度の違いによって味覚受容体—カルシ

ウム結合タンパク質間相互作用の様相が異なる可能性が示唆された。一方、解析したカルシウム結合タ

ンパク質の一部については、ペプチド固定を行っていないセンサーチップとの有意な相互作用が見られ

たことから、解析条件のさらなる検討が必要であることが明らかとなった。 
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